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フードドライヤー ６段タイプ

安全上のご注意 使用方法

使用上のご注意 食品乾燥設定ガイド

製品仕様 お手入れのしかた

各部の名称

操作パネルの説明

ご使用の前に



子供だけで使わせたり、乳幼児や心身に不調のある方の手の届く場所で使用しないでください。

取扱説明書に記載されていない使用方法は行わないでください。

本体上部や周囲に熱に弱いものを置かないでください。

本製品は防水仕様ではありません。本体や電源コード、電源プラグを水中に浸けたり、水で洗
い流したりしないでください。
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使用中は、高温の空気・蒸気が排気口や内部から放出され、本体表面（特に背面、排気口、吸
気口、防護ネット［本体内部］、PP製受け皿、AS製トレイ）などが非常に熱くなります。
直接触れたり、顔や手を近づけたりしないでください。

庫内に食材がない状態で長時間運転しないでください。空焚きによる故障の原因となります。

本製品は食品の乾燥用途にのみ使用してください。食品以外のものを入れたり、他の目的で使
用しないでください。

使用中は吸気口や排気口を絶対にふさがないでください。

使用中および使用直後は、PP製受け皿や本体内部のAS製トレイが非常に熱くなっています。
直接触れず、耐熱手袋などを使用してください。

使用を終える際は、運転を停止し、ファンが完全に停止したことを確認してから、電源プラグ
を抜いてください。

金属製品などの異物を吸気口・排気口・庫内・すき間などに差し込まないでください。故障や
感電の原因となります。
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防護ネットは常に庫内に正しく装着されている状態でご使用ください。防護ネットに損傷があ
る場合は、直ちに使用を中止してください。けがや事故の恐れがあります。

運転中は、防護ネットを押したり触れたりしないでください。ファンと接触し、重大な事故を
引き起こす恐れがあります。

付属品以外のものを取り付けたり、使用したりしないでください。

PP製受け皿およびAS製トレイは本製品専用です。コンロ・電子レンジ・オーブン等で使用し
ないでください。

使用中に本体を動かしたり、持ち上げたりしないでください。

清掃する際は必ず本体の運転を停止し、電源プラグを抜き、すべての部品が完全に冷めている
ことを確認してください。

電源コードを踏んだり、押しつぶしたり、無理に曲げたりしないでください。また、熱源や鋭利
なものの近くに置かないでください。電源プラグを抜く際にはコードを引っ張らず、必ずプラグ
部分を持って抜いてください。

本製品は外部タイマーやリモコンなどの自動制御機器は使用しないでください。事故や誤作動の
原因となります。

タコ足配線をしないでください。

濡れた手で電源プラグや操作パネル、電源スイッチに触れないでください。感電の恐れがあり
ます。

本製品を高温・多湿・蒸気の多い環境や直射日光の当たる場所に置かないでください。また、
使用中または使用直後のコンロや加熱機器の上・近くにも置かないでください。

電源コード、電源プラグ、または本体に破損や異常がある場合は、使用しないでください。感電
や火災の恐れがあります。修理は必ず弊社サービスセンターにご依頼ください。自分で修理・分
解・部品交換はしないでください。

禁止



傾いた場所や凹凸のある場所、湿気の多い床面、砂埃の多い場所で使用しないでください。落
下や転倒による故障やけがの原因となります。

使用時は必ず換気の良い場所でご使用ください。排気がこもると、温度上昇や製品故障の原因
になります。

テーブルクロスやカーテンなど可燃性のものの近くで使用しないでください。また、石油・ガ
ソリン・スプレー缶・殺虫剤などの可燃性・爆発性のある物品を周囲に置かないでください。

PP製受け皿やAS製トレイを挿入する際に、無理に押し込まないでください。防護ネット
［本体内部］や庫内を破損する恐れがあります。

透明窓を硬い布やキッチンペーパーでこすらないでください。また、研磨剤入りのクリーナー
やスチールたわしの使用も避けてください。傷や変色の原因になります。

製品の内外部および付属品に対して、ガソリン・シンナー・ベンジン・漂白剤・アルカリ性洗
剤などの腐食性・揮発性液体を使用しないでください。変形・劣化・発火の原因になります。

本製品が運転している最中に、電源プラグの抜き差しをしないでください。
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禁止

使用上のご注意

本製品は家庭での食品乾燥用途に限ってご使用いただけます。
その他の目的では使用しないでください。

本体の左右・背面・上部には、少なくとも10cm以上の
スペースを確保し、十分な放熱ができるようにしてくだ
さい。
また、本体の上には物を置かないでください。
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本製品は家庭用です。業務用などには使用しないでください。

製品の取り扱いについて



ご使用前に必ず取扱説明書をお読みください。

使用中は高温になります。

庫内の部品も高温になります。

ドア開閉時の注意
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使用上のご注意

食品乾燥（脱水）とは、食品に熱を加えて内部の水分を蒸発させ、その蒸気を除去することで保存
性を高める処理方法です。乾燥にかかる時間や温度は、食材の種類、厚み、量、室内の湿度、そし
てお好みによって変化します。

果物、野菜、肉などの食材は新鮮なものを使用してください。オーガニック食品の使用が推奨され
ます。

しおれたもの、未熟または過熟の食材は、満足のいく乾燥食品にはなりにくい傾向があります。

食材は必ずよく洗浄し、汚れなどを落としてください。

傷んだり変色した食材は使用しないでください。

多くの食材は、厚さ3.2～6.4mm程度のスライスにすることで、効率よく乾燥できます。

肉類を乾燥させる場合は、60℃以上の温度で行ってください。

トレイ上に食材を詰め込みすぎたり、重ねて置いたりしないでください。乾燥が不均一になる可能
性があります。

乾燥中にドアを開けて中を確認することは可能ですが、頻繁に開閉したり長時間開けっぱなしにし
ないでください。乾燥効率が落ちる原因になります。

乾燥後は、食材が完全に冷めてから包装・保管してください。

乾燥食品は、密閉容器や密封袋に入れて、直射日光の当たらない涼しく乾燥した場所に保管してく
ださい。

以下は食品を上手に乾燥させるためのヒントと注意点です：

食品乾燥のコツとご注意

特に「警告」や「注意事項」の項目をよくご確認のうえ、安全にご使用ください。

本製品の外装、庫内、背面、吸気口・排気口、PP製受け皿やAS製トレイなどは非常に熱くなりま
す。やけどを防ぐため、直接手や顔を近づけないでください。また、排気口や本体背面の周囲には
物を置かないでください。高温により変形・変色する恐れがあります。

PP製受け皿やAS製トレイの取り扱い時は、耐熱手袋の使用を推奨します。

扉を開けた際、庫内から熱風が吹き出すことがありますので、顔や手を近づけすぎないようにご注
意ください。

ご使用にあたってのご注意



初回使用時に、温度を50℃に設定して30分間運転し、加熱部品の保護材を取
り除きます。その際、軽い匂いや煙が出ることがありますが、これは正常な状
態です。風通しをよくする必要がありますので、ぜひご注意ください。

PP製受け皿の挿入について

運転初期の音について
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使用上のご注意

PP製受け皿は無理に押し込まないでください。防護ネット［本体内部］と接触し破損の原因となる
可能性があります。

起動直後、ファンの回転音がやや大きく感じられることがありますが、これは正常な現象であり、
しばらくすると落ち着きます。

お子様・ペットの接近防止
本製品の脱水運転は長時間連続使用となるため、お子様やペットが近づける場所には設置しないで
ください。

ご使用にあたってのご注意

廃棄・リサイクルについて

製品仕様

定格電圧/周波数 ：
消  費   電   力  
電 源 コ ー ド 長
外    形    寸    法

 ：

 ：

本   体   重   量   ：
：

 ：

AC100V  50/6
AS製トレイ、
取扱説明書

PP製受け皿、
0Hz

345W

414(奥行き)×330(幅)×294(高さ)mm

5.4kg

約2m
付      属    品

この製品は、日本国内で定められた法令等に従い、適切に分別・回収してください。
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各部の名称

付属品

PP製受け皿は、食品を乾燥する過程で落ちる汁や繊維のカスなどを受け止めるためのものです。

 AS製トレイ は、食品を乾燥させるためのラックであり、食品グレードの素材を使用しているため、安心して食
品に触れることができます。また、乾燥中に食品がトレイに張り付くのを防ぐ効果もあります。

PP製受け皿  AS製トレイ 
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1.     起動 / 停止ボタン

2. 操作パネル

起動：電源プラグをコンセントに接続し、本ボタンを押すと、標準設定の50℃・12時間で運転を開
始します。

時間または温度が表示されます。冷却モードまたはスタンバイモードの時は「----」と表示されます。

3.＋（増加） / －（減少）ボタン

操作パネルに温度または時間が表示されている状態で、このボタンを押すと設定値を増減できます。

4.

温度設定

時間設定

・

・

操作パネルの説明

停止：運転中に本ボタンを押すと、加熱を停止します。加熱が止まった後、ファンが約1分間作動し、
本体を冷却します。操作パネルの表示が「----」になって消灯し、1分後にファンが停止して、再び
「----」が表示されスタンバイモードに戻ります。

温度設定可能範囲：25℃～75℃
操作パネルに時間が表示されている場合、本ボタンを押すことで温度表示に切り替わります。
温度は5℃単位で設定可能です。＋/－を長押しすると、温度を素早く調整することができます。

時間設定可能範囲：30分～72時間
操作パネルに温度が表示されている場合、本ボタンを押すことで時間表示に切り替わります。 
時間は30分単位で設定可能です。＋/－を長押しすると、時間を素早く調整することができます。
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ご使用の前に

初回使用前の準備
初めてフードドライヤーをご使用になる前に、以下の準備手順と注意事項に従って操作してください。

           

防護ネットを押したり、取り外したりしないでください。

運転中に軽いにおいや煙が出ることがありますが、これは正常な現象です。
必ず換気を良くしてご使用ください。

 

- - - -

梱包材をすべて取り除き、機器を平らな場所に設置します。

PP製受け皿および AS製トレイを中性洗剤と非研磨性スポンジでやさしく洗浄し、柔らかい布で水気を拭き取り、自然乾燥さ
せてください。

本体内部および外部のプラスチック部分は、軽く湿らせた布でやさしく拭き取り、その後乾いた柔らかい布で綺麗に拭き取って
ください。

電源プラグをコンセントに差し込んでください。スタンバイモードになり、操作パネルに「----」が表示されます。

       ボタンを押すと、プリセットされた��℃・��時間で運転を開始します。

            ボタンを押して操作パネルで時間を設定します。マイナス（「−」）ボタンを押して「��:��」に設定してください。

ヒーターの保護剤を取り除くために��分間空焼き運転を行います。

運転が終了すると、ファンがさらに�分間作動し、装置を冷却します。スタンバイモードに戻ったことを確認したら、電源プラグ
を抜いてください。

本製品は、装置が完全に冷えた状態で再使用可能となります。
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操作手順
1. PP製受け皿を本体下部にセットし、各AS製トレイに食材を均等に並べた後、対応するスロットに差
    し込んでください。

 ※すべてのAS製トレイを使用しない場合は、中央のスロットから順にセットしてください。

2. すべてのトレイをセットした後、ドアをしっかりと閉めてください。

※運転中に「カチッ」という音が聞こえることがありますが、これは温度制御装置の作動音であり、
   故障ではありません。

※運転中に        ボタンを押すと、現在の残り時間および設定温度を確認できます。運転中でも設定の変

   更が可能です。

7. 設定時間が終了すると、加熱が自動で停止し、アラーム音が鳴ります。操作パネルには「----」が点滅
    表示されます。冷却のため、ファンは約1分間動作を継続し、その後スタンバイモードに戻ります。

8. 電源プラグをコンセントから抜いてください。

9. 耐熱手袋を着用し、ドアを開けてすべてのトレイを慎重に取り出します。トレイを耐熱性のある場所
    に置いてから、食材を取り出してください。

3. 電源プラグをコンセントに差し込みます。通電すると本製品はスタンバイモードに入り、操作パネル
    に「----」が表示されます。

4.     ボタンを押します。標準設定の～温度50℃、時間12時間で運転が開始されます。

5. 時間の設定
　

6. 温度の設定

使用方法

   再度       ボタンを押すと、温度設定モードに切り替わります。「＋」または「－」ボタンを押して

   乾燥温度を設定してください。

          ボタンを押すと、操作パネルが時間設定モードに切り替わります。「＋」または「－」ボタンを

    押して乾燥時間を設定してください。



11

●以下の設定値はあくまで参考です。お好みに合わせて温度と時間を調整してください。

●乾燥時間は食材の大きさや厚さなどによって異なります。

●食材が十分に乾燥していない場合、保存期間が短くなります。長期間保存するには、完全に乾
   燥させることが重要です。

●乾燥が不十分な場合、細菌繁殖の恐れがあります。
●肉類の乾燥は設定温度を60℃以上にしてください。

ご不明な点や追加のサポートが必要な場合は、お客様サポートセンターにお問い合わせください。

注意事項：

食品乾燥設定ガイド

食品名
リンゴ

バナナ

ブルーベリー

ブドウ

厚さ約3mmにスライスし、芯を取り除きます

皮をむき約3mmの厚さにカットします

そのままトレイに並べます

半分にカットして種を取り除きます

6～7時間

8-12時間

36-42時間

42-48時間

60-65

55-65

55-65

55-65

下準備方法 乾燥時間 温度（℃）

キャベツ

ハーブ

鶏むね肉スライス

ジャガイモ

葉を広げてトレイに並べます

トレイにそのまま並べます

脂肪を取り除き約6mmの厚さにスライスします

皮をむき、極薄にスライスします

トマト

ニンジン

ヘタを取り約6mmの厚さにカットします

皮をむき約3mmの厚さにカットします

6-8 時間

4-6 時間

4-5 時間

4-6 時間

11-12 時間

5-6 時間

55-65

50-60

50-60

40-50

70

70

マンゴー 皮と種を取り約6mmの厚さにカットします 8-12 時間 60-65

ラズベリー

イチゴ

そのままトレイに並べます

ヘタを取り、半分にカットします

24-48 時間

10-12 時間

55-65

55-65

ミニトマト

キウイフルーツ

ヘタを取り、4等分にカットします

皮をむき約3mmの厚さにカットします

6-8 時間

7-8 時間

65-70

70

パイナップル 皮と芯を取り約6mmの厚さにカットします 8-10 時間 60-65
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お手入れ手順

製品の運転を停止し、完全に停止するまでお待ちください。操作パネルに「----」と表示され、スタン
バイモードに戻ったことを確認したうえで、電源プラグを抜き、本体が完全に冷えるまでお待ちくだ
さい。

お手入れのしかた

AS製トレイおよびPP製受け皿は、中性洗剤と非研磨性スポンジで洗浄し、やわらかい布で拭いた後、
自然乾燥させて完全に乾かしてください。

�

�

やわらかい布を軽く湿らせて、本体の外装および内側のプラスチック部分を拭き取り、乾いた布で水
分をしっかり拭き取ってください。扉を開けて通気を確保し、十分に乾燥していることを確認してく
ださい。

�

本体およびすべての付属品が完全に乾燥していることを確認した後、AS製トレイとPP製受け皿を本
体に戻し、ペットやお子様の手が届かない場所に保管してください。

�

本手順および「注意事項」に従ってお手入れを行うことで、フードドライヤーを良好な状態に保ち、
製品寿命を延ばすことができます。

�

特別なお手入れが必要な場合は、取扱説明書の該当項目をご参照ください。�
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● 本製品および付属品は、毎回ご使用後に必ずお手入れを行ってください。

● お手入れの前に、本体が完全に冷却されており、電源プラグがコンセントから抜かれていることをご
    確認ください。

● 本製品は防水仕様ではありません。本体、電源プラグ、電源コードを水に浸したり、水道の下で洗っ
    たりしないでください。

● AS製トレイやPP製受け皿に食品が付着して汚れが落ちにくい場合は、ぬるま湯に浸して汚れが柔ら
    かくなるまで待ち、柔らかい布で丁寧に拭き取ってください。

● 透明窓はこすらないでください。また、本体を傷つけるおそれがあるため、汚れた布やキッチンペー
    パーなどの粗い素材での拭き取りは避け、必ず柔らかい布をご使用ください。

● 本体や付属品を傷めないように、金属たわし、研磨剤、ガソリン、アセトンなどの腐食性のある液体
    洗剤のご使用はお控えください。

● お手入れ後は、本体外装や内部のプラスチック部品、AS製トレイおよびPP製受け皿が完全に乾燥し
    ていることを確認した上で、再度使用または保管してください。

お手入れのしかた

注意事項：
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フードドライヤー ６段タイプ
SP-FD02

機器


